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こさい

だより

2
7
12

豊田佐吉翁を湖西市名誉市民に決定
そこが聞きたい!!一般質問
視察の成果を市政に生かします

「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。



（
議
案
第
65
〜
66
号
）

　

内　

容

64
湖
西
市
名
誉
市
民
の
決
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

65
湖
西
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

66
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

67
湖
西
市
梶
田
多
目
的
運
動
広
場
条
例
制
定
に
つ
い
て

68
湖
西
市
議
会
議
員
及
び
湖
西
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

69
湖
西
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

70
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

71
湖
西
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

72
湖
西
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

73
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

74
平
成
28
年
度 

住
吉
地
区
命
山
整
備
工
事
の
契
約
締

結
に
つ
い
て

75
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

76
平
成
28
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

9月
定例会❖

議
案
一
覧
❖

の
道
を
進
ん
だ
。

　

明
治
23
年
に
は
、
従
来
の
織
機
よ
り

も
４
～
５
割
速
く
布
を
織
る
こ
と
の
で

き
る「
豊
田
式
木
製
人
力
織
機
」を
発
明
。

そ
の
後
も
数
々
の
発
明
と
多
く
の
作
品

を
生
み
出
し
、「
日
本
の
偉
大
な
る
発

明
家
10
人
」に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）を
全
員
賛
成
、（
第
３
号
）を
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
。

　

補
正（
第
２
号
）で
は
予
算
額
を
７
，

４
８
２
万
３
千
円
増
額
し
、
最
終
日
に

追
加
提
出
さ
れ
た
補
正（
第
３
号
）で
は

予
算
額
を
９
４
５
万
円
増
額
し
、
総
額

は
２
１
９
億
５
，
４
２
８
万
８
千
円
と

な
っ
た
。

補
正（
第
2
号
）の
主
な
内
容

【
歳
出
】

●
財
政
管
理
費

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
、

積
立
金
を
増
額

２
，
４
８
０
万
円

豊
田
佐
吉
翁
を

湖
西
市
名
誉
市
民
に
決
定

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

議
案
第
76
号
・
第
87
号

【
８
月
30
日
】９
月
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
開
議
に
先

立
ち
、
平
成
27
年
度
湖
西
市
財
政
指
標
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。
開
議
後
、
会
期
を
９
月
30
日
ま
で
の

32
日
間
と
決
め
、
市
長
提
出
23
議
案
の
う
ち
、
人
事

案
件
３
議
案
を
同
意
し
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
９
月
４
日
】５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

❖
議
会
の
概
要

議案
番号

　
「
湖
西
市
名
誉
市
民
の
決
定
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」を
全

員
賛
成
に
よ
り
同
意
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
豊
田
佐
吉
翁
の
生
誕

１
５
０
年
を
機
に
、
郷
土
の
偉
人
に
名

誉
市
民
の
称
号
を
贈
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
氏
の
唱
え
た「
報
恩
・
創

造
」の
精
神
は
、
湖
西
市
少
年
少
女
発

明
ク
ラ
ブ
や
豊
田
佐
吉
翁
顕
彰
祭
、
豊

田
佐
吉
翁
記
念
奨
学
金
な
ど
の
様
々
な

活
動
を
通
じ
、
今
な
お
湖
西
市
に
生
き

続
け
て
お
り
、
そ
の
遺
徳
を
顕
彰
し
、

後
世
に
広
く
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

 　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
）、
現
在
の

湖
西
市
山
口
に
生
ま
れ
る
。

　

母
が
苦
労
し
な
が
ら
布
を
織
る
姿
を

見
て
、「
も
っ
と
楽
に
織
れ
る
織
機
を

発
明
し
た
い
」と
決
心
し
、
発
明
家
へ

豊
田
佐
吉
翁
を
名
誉
市
民
に

議
案
第
64
号

▲豊田佐吉翁

【
９
月
９
日
】５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
12
日
】４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
13
日
】議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
12
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
条
例
の
制
定
及
び
平
成
27
年

度
各
会
計
決
算
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
９
月
30
日
】常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た

条
例
の
制
定
及
び
平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
の
計
８
議

案
の
委
員
長
報
告
を
行
い
、
可
決
・
認
定
し
た
。
そ
の
後
、

市
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
1
議

案
を
可
決
し
、
９
月
定
例
会
を
終
了
し
た
。

❖
教
育
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
と
な
る
袴
田
雄
司
氏（
岡

崎
）を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。

❖
人
権
擁
護
委
員

　

任
期
満
了
と
な
る
外
山　

宏
氏（
鷲

津
）を
再
任
す
べ
く
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

▲豊田式木製人力織機

こさい議会だより 〈9月定例会〉 ◦◦◦



以
降
に
出
生
し
た
生
後
１
歳
ま
で

の
乳
児
で
、
費
用
の
自
己
負
担
は

な
い
。
な
お
、
対
象
年
齢
以
外
で

も
接
種
可
能
で
あ
る
が
費
用
は
自

己
負
担
と
な
る
。
対
象
者
へ
は
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時
に
保
護
者
へ
説

明
し
周
知
し
て
い
る
が
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
広
報
こ
さ
い
で
も
広
く

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
、

認
定
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計
決
算
審

査
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
・
付
託
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審

査
を
行
っ
た
。

　

委
員
長　
馬
場　

衛

　

副
委
員
長　
島
田
正
次

　

委　
　

員　
福
永
桂
子　

菅
沼　

淳

　
　
　
　
　
　

土
屋
和
幸　

高
柳
達
弥

　
　
　
　
　
　

楠　

浩
幸　

佐
原
佳
美

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

貢　

吉
田
建
二

　
　
　
　
　
　

加
藤
弘
己　

竹
内
祐
子

　
　
　
　
　
　

荻
野
利
明　

豊
田
一
仁

　
　
　
　
　
　

中
村
博
行　

神
谷
里
枝

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
を
原
案
可
決（
人
事
案
件
の「
同

意
」、
決
算
の「
認
定
」を
含
む
）し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
Ｐ
６
を
参
照
。

77
平
成
28
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

78
平
成
28
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

79
平
成
28
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

80
平
成
27
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

81
平
成
27
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

82
平
成
27
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

83
平
成
27
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

84
平
成
27
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

85
平
成
27
年
度
湖
西
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

86
平
成
27
年
度
湖
西
市
病
院
事
業
会
計
資
本
金
の
額
の

減
少
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

87
平
成
28
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
決
算
に
つ
い
て
は
総
務
経

済
委
員
会
に
、
介
護
保
険
・
病
院
事
業

決
算
に
つ
い
て
は
福
祉
教
育
委
員
会
に
、

公
共
下
水
道
・
水
道
事
業
決
算
に
つ
い

て
は
建
設
環
境
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
を
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
費

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
平
成
28
年

10
月
か
ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額６

１
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
増
額

理
由
と
、
平
成
28
年
度
の
最
終

的
な
予
測
は
。

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
寄

附
さ
れ
た
寄
附
総
額
か
ら
、
返
礼

品
な
ど
の
必
要
経
費
と
平
成
27
年

度
中
に
す
で
に
基
金
に
積
み
立
て

た
２
億
４
千
万
円
を
差
し
引
い
た

残
額
を
積
み
立
て
る
た
め
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
は
、
寄
附
件
数
・

寄
附
額
と
も
に
平
成
27
年
度
を
下

回
る
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
現
在
の
状

況
か
ら
は
、
平
成
27
年
度
の
５
～

６
割
の
約
３
億
円
程
度
に
な
る
と

推
測
さ
れ
る
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
対
象
者
や
自
己
負
担
の
有

無
、
対
象
者
へ
の
広
報
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

　

対
象
者
は
平
成
28
年
４
月
１
日

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
を

認
定

議
案
第
80
号
〜
86
号

■平成27年度各会計決算 （単位：円）

会計区分 決算額
歳　入 歳　出

一般会計 22,447,487,438 21,061,060,852

特別会計

国民健康保険事業 6,975,514,777 6,454,122,784
介護保険事業 3,697,922,596 3,520,572,903
後期高齢者医療事業 558,589,765 557,314,113
公共下水道事業 1,765,930,142 1,693,818,158

企業会計

水道事業

収益的収入 収益的支出
1,280,433,479 1,115,809,375
資本的収入 資本的支出

7,208,000 429,653,697

病院事業

収益的収入 収益的支出
3,149,036,696 3,491,377,220
資本的収入 資本的支出

482,988,000 483,583,071

◦◦◦ こさい議会だより 〈9月定例会〉



決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

【
歳
入
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
る
経

費
は
。

　

納
税
額
約
６
億
５
，
２
２
０
万

円
に
対
し
、
事
務
経
費
は
約

３
億
８
，
７
４
０
万
円
で
あ
っ

た
。
そ
の
内
訳
は
、
返
礼
品
代
が

３
億
１
，
８
１
１
万
円
、
返
礼

事
務
な
ど
を
行
う
ふ
る
さ
と
納

税
支
援
会
社
へ
の
委
託
料
が
６
，

０
７
２
万
円
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

に
係
る
費
用
が
６
１
２
万
円
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
郵
送
に
か

か
る
費
用
が
１
０
１
万
円
、
専
用

封
筒
の
印
刷
・
消
耗
品
・
臨
時

職
員
の
雇
用
に
か
か
る
費
用
が

１
４
４
万
円
で
あ
っ
た
。

【
歳
出
】

　

豊
田
佐
吉
翁
生
誕
１
５
０
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
、
継
続
し

て
い
く
事
業
は
。

　

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
と
豊
田

佐
吉
物
語
の
英
訳
本
の
販
売
で
あ

る
。
ま
た
、
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

は
小
学
校
の
、
英
訳
本
は
中
学
校

の
卒
業
記
念
品
と
し
て
、
毎
年
配

布
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
に
つ
い
て
、

苦
情
と
課
題
は
。
ま
た
利
用
者

数
の
少
な
い
路
線
の
評
価
は
。

　
「
通
学
に
利
用
す
る
子
ど
も
が

座
れ
な
い
」「
使
い
勝
手
が
悪
い
」

な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

料
金
体
系
の
見
直
し
、
土
日
祝
日

運
行
の
検
討
な
ど
が
課
題
と
考
え

る
。
利
用
者
数
の
少
な
い
路
線
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
大
変
残
念
に
思
う
が
、
湖
西

市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

中
で
、
路
線
の
改
廃
、
運
行
方
法
の

見
直
し
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
業

務
の
内
容
を
、ど
う
評
価
す
る
か
。

　

事
業
の
ね
ら
い
と
ニ
ー
ズ
が
、

事
業
目
的
に
合
致
し
て
い
な
い
部

分
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
へ
の

継
続
性
を
も
た
せ
る
よ
う
な
仕
掛

け
や
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

児
童
相
談
事
業
の
件
数
が
増

え
て
い
る
が
、
相
談
員
２
名
と

い
う
体
制
は
適
当
で
あ
っ
た
か
。

　

相
談
件
数
１
，
３
５
２
件
は
、

家
庭
児
童
相
談
室
で
受
け
た
も
の

の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関

係
機
関
で
の
相
談
、
面
談
、
電
話

相
談
の
件
数
が
含
ま
れ
て
い
る
。

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
２
名
の

相
談
員
を
核
に
、
関
係
機
関
と
緊

密
な
連
携
が
と
れ
て
お
り
、
適
当

な
も
の
と
考
え
る
。

　

火
葬
件
数
に
対
し
、
入
出
火

葬
場
に
対
す
る
委
託
料
が
、
や

す
ら
ぎ
苑
と
比
べ
割
高
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

　

火
葬
予
約
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

施
設
の
管
理
上
、
職
員
が
待
機
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
人
件
費

が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
火
葬
件

数
で
割
り
戻
す
と
、
入
出
火
葬
場

は
割
高
傾
向
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
入
出
火
葬
場
で
は
、
委
託

内
容
に
施
設
の
清
掃
や
除
草
作
業

を
含
ん
で
い
る
が
、
や
す
ら
ぎ
苑

の
委
託
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
も
要
因
で
あ
る
。

　

大
気
測
定
の
数
値
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
分
析
と
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

　

測
定
地
点
周
辺
に
は
、
廃
棄
物

処
理
業
者
や
工
場
の
煙
突
が
複
数

存
在
す
る
た
め
、
原
因
者
の
特
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
測
定
結
果

を
踏
ま
え
、
静
岡
県
・
豊
橋
市
・

湖
西
市
と
で
情
報
収
集
・
情
報
交

換
の
た
め
の
連
絡
会
を
実
施
し
た

ほ
か
、
周
辺
の
事
業
所
へ
の
豊
橋

市
の
立
入
検
査
に
同
行
し
、
適
正

な
運
転
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か

確
認
を
行
っ
た
。

　

経
験
や
技
術
を
も
つ
シ
ニ
ア

人
材
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
も
の
づ
く
り
人
材
交
流
事

業
の
実
績
と
成
果
は
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
湖
西
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
に
も
の
づ

く
り
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
無

料
職
業
紹
介
の
許
可
取
得
が
平
成

28
年
２
月
１
日
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
27
年
度
内
の
就
職
実
績
は
な

い
。
事
業
実
績
と
し
て
、
求
人
お

よ
び
求
職
情
報
を
管
理
す
る
デ
ー

こさい議会だより 〈9月定例会〉 ◦◦◦



タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
企
業
案
内
用

冊
子
の
作
成
、
シ
ニ
ア
の
再
就
職

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

遊
休
農
地
の
状
況
は
。

　

平
成
27
年
度
は
、
毎
年
調
査
を

行
っ
て
い
る
土
地
改
良
を
実
施

し
た
土
地
８
８
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
ほ
か
１
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

加
え
た
調
査
対
象
１
，
０
７
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
遊
休
農
地
は

１
０
４
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ

た
。
毎
年
調
査
分
の
８
８
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
占
め
る
遊
休
農
地
の
割

合
は
、
４
・
５
％
で
横
ば
い
で
あ
る
。

　

新
所
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
に
お
け
る
運
営
補
助
作

業
の
内
容
は
。

　

研
究
会
の
日
程
調
整
や
会
場
確

保
、
検
討
に
必
要
な
情
報
収
集
と

資
料
作
成
、
活
動
状
況
を
Ｐ
Ｒ
す

る
研
究
会
だ
よ
り
の
発
行
の
ほ
か
、

平
成
28
年
度
実
施
予
定
の
新
所
原

駅
南
北
自
由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅

舎
完
成
式
典
に
て
、
研
究
会
と
し

て
協
力
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
候
補
の

洗
い
出
し
と
、
実
施
に
あ
た
っ
て

の
課
題
整
理
を
行
っ
た
。

　

公
共
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出

金
の
内
訳
は
。

　

下
水
道
の
運
営
な
ど
を
行
う
総

務
管
理
費
に
３
，
０
９
４
万
６
千

円
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管

理
費
に
４
，
６
１
２
万
８
千

円
、
職
員
の
人
件
費
と
し
て
７
，

６
２
０
万
１
千
円
繰
出
し
て
い

る
。
委
託
料
や
工
事
請
負
費
な
ど

の
整
備
事
業
費
へ
の
繰
出
し
は
な

い
が
、
借
入
金
の
元
金
償
還
金
に

４
億
９
，
１
２
９
万
４
千
円
、
利

子
償
還
金
に
２
億
１
，
７
９
９
万

円
を
繰
出
し
て
お
り
、
繰
出
金
に

占
め
る
償
還
金
の
割
合
が
約
82
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
員
数
の
充
足
状
況
は
。

ま
た
団
員
の
勤
務
地
な
ど
の
状

況
は
。

　

平
成
27
年
度
末
時
点
の
団
員

数
は
３
７
４
名
で
、
条
例
定
数

３
８
７
名
に
対
す
る
充
足
率
は
、

約
97
％
で
あ
る
。
勤
務
地
に
つ
い

て
は
、
市
内
が
約
80
％
、
市
外
が

約
20
％
で
あ
り
、
就
業
形
態
に
つ

い
て
は
、
会
社
員
が
約
79
％
、
自

営
業
が
約
12
％
、
主
婦
な
ど
そ
の

他
が
約
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
防
災
指
導
員
の
活
動
成

果
と
課
題
は
。

　

地
域
防
災
指
導
員
が
講
師
と
な

り
、
資
機
材
講
習
会
や
出
前
講
座

を
18
回
実
施
し
て
お
り
、
自
主
防

災
会
の
育
成
や
、
市
民
の
防
災
教

育
の
充
実
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
課
題
は
、
指
導
員

間
の
経
験
や
知
識
に
差
が
あ
り
、

養
成
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

指
導
員
の
い
な
い
自
治
会
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
で
あ
る
。

　

い
じ
め
対
策
連
絡
協
議
会
の

開
催
は
十
分
か
。
ま
た
当
市
の

い
じ
め
対
策
の
概
要
は
。

　

協
議
会
で
は
、
具
体
的
な
事
例

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
効

果
的
な
対
応
を
検
討
し
た
。
開
催

は
１
回
だ
が
、
協
議
会
の
内
容
に

準
じ
た
生
徒
指
導
に
関
す
る
研
修

会
を
３
回
開
催
し
、
目
的
は
果
た

せ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
市
の
い
じ
め
対
策
は
、
開
発

的
・
予
防
的
な
生
徒
指
導
に
力
点

を
置
き
、い
じ
め
を
出
さ
な
い
雰
囲

気
・
風
土
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
、

日
ご
ろ
の
観
察
・
日
記
指
導
・
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
情
報
収
集

を
行
い
、
発
見
時
に
は
学
校
を
挙
げ

て
対
応
す
る
早
期
発
見
・
早
期
対

応
が
大
き
な
柱
で
あ
る
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
で
は
、
月
例
報
告
で
各

校
の
実
態
を
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
後
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
す

す
め
の
絵
本
を
紹
介
し
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
の
配
布
率
が
低
下
し
た
理
由

と
対
応
策
は
。

　

第
２
子
以
降
で
、
参
加
し
な
く

て
も
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス

や
、
対
象
者
に
占
め
る
外
国
人
の

割
合
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
参

加
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
、
配

布
率
低
下
の
原
因
と
考
え
る
。
対

応
と
し
て
は
、
未
参
加
者
に
対
し
、

再
度
案
内
通
知
を
発
送
し
て
い
る
。

◦◦◦ こさい議会だより 〈9月定例会〉



※「○」は賛成、「●」は反対。　※議長（二橋益良）は採決に加わらない。

❖
委
員
会
で
の
質
疑
❖

❖
委
員
会
で
の
質
疑
❖

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
を
認
定

議
案
第
84
号

　

平
成
27
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
全
員
賛

成
に
よ
り
認
定
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
に
よ
る

歳
入
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
３
，

６
２
７
万
５
千
円
、
52
・
0
％

と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

　

平
成
26
年
度
は
、
平
成
24
年
度

の
整
備
面
積
17
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
し
た

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平

成
25
年
度
は
整
備
面
積
の
拡
大
が

行
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
27

年
度
の
賦
課
面
積
が
８
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
大
き
く
減
少
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
受
益
者
負
担
金
が
大

き
く
減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
湖
西
市
病
院
事
業
会
計

資
本
金
の
額
の
減
少
及
び
決
算
を
賛
成

多
数
に
よ
り
認
定
し
た
。

　

資
本
金
を
３
２
８
万
５
，

１
９
９
円
減
少
さ
せ
る
理
由
は
。

　

資
本
金
は
現
金
の
ほ
か
病
院
事

業
用
地
な
ど
の
資
産
を
計
上
す
る

項
目
で
あ
る
が
、
今
回
、
防
災
対

策
と
し
て
病
院
事
業
用
地
内
の
一

部
に
救
護
所
用
資
機
材
倉
庫
を
設

置
し
た
こ
と
か
ら
、
倉
庫
を
設
置

し
た
土
地
の
部
分
を
病
院
事
業
用

地
か
ら
除
外
処
理
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
土
地
の
評
価
額
分
を

減
少
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

療
養
病
床
へ
の
改
修
費
用
と

内
訳
は
。

　

税
抜
き
費
用
で
建
物
修
繕
が

３
，
０
５
９
万
１
，
５
０
０
円
、

設
備
修
繕
が
２
，
５
７
０
万
８
，

５
０
０
円
、
医
療
機
器
修
繕
が

２
６
０
万
円
、
産
業
廃
棄
物
処
理

料
が
38
万
３
，
５
０
０
円
、
図
面

の
作
成
・
修
繕
施
工
監
理
な
ど
の

手
数
料
が
60
万
７
千
円
で
あ
っ

た
。

湖
西
市
病
院
事
業
会
計
の
資
本
金

の
額
の
減
少
及
び
決
算
を
認
定

議
案
第
86
号

こさい議会だより 〈9月定例会・賛否が分かれた議案一覧表〉 ◦◦◦

賛否が分かれた議案一覧表
議案番号・議案名

結　

果

福
永　

桂
子

菅
沼　
　

淳

土
屋　

和
幸

高
柳　

達
弥

楠　
　

浩
幸

佐
原　

佳
美

渡
辺　
　

貢

吉
田　

建
二

加
藤　

弘
己

竹
内　

祐
子

荻
野　

利
明

豊
田　

一
仁

島
田　

正
次

馬
場　
　

衛

牧
野　

考
二

中
村　

博
行

神
谷　

里
枝

二
橋　

益
良

議案第68号
湖西市議会議員及び湖西市長の選挙にお
ける選挙運動の公営に関する条例の一部
を改正する条例制定について

可
決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第71号
湖西市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例制定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第80号
平成27年度湖西市一般会計歳入歳出
決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第81号
平成27年度湖西市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第86号
平成27年度湖西市病院事業会計資本
金の額の減少及び決算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ −

議案第87号
平成28年度湖西市一般会計補正予算

（第３号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ −



　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般にわたり、事務の
執行状況や将来の方針について所信をただし、あるいは報告・
説明を求めるもので、定例会に限って行われます。
　今9月定例会では、14人の議員が一般質問を行いました。

湖西市公式サイト

http://www.city.kosai.shizuoka.jp/

湖西市ＨＰ 湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（YouTubeへ）

市ウェブサイトで本会議の映像を見ることが
できます。

　防犯カメラの設置状況と、今後の設
置計画は。

　市の22施設で必要と認められる所に、
各所管部署による設置を92台確認して
いる。今後の計画については、映像の
不適切な取り扱いにより、個人のプライ
バシーが侵害される恐れがあるため、慎
重に対応したい。

　市内の小中学校の大便器の和式・
洋式の比率は。またシャワートイレの設
置数は。

　洋式が小学校では総数395基のうち
96基で24％、中学校では総数314基の
うち161基で51％である。シャワートイレ
については、身障者用トイレを設置してい
る学校で、洋式21基のうち19基である。

●学校の常設トイレの改修について ●三上市長就任後の犯罪減少について

　どのようなつもりで広報こさいに選挙
についての記事を載せたのか。また、ど
のようなつもりで自分が推す人物の名前
を書いた残暑見舞いを出したのか。

　８月の広報こさいでは一般論を述べた
だけであり、市長選でどちらかの人物を推
すということは書いていない。また、後援
会長との連名で出した挨拶状は、「この
人物を知っていただきたい」という意味で
あり、後援会としての挨拶のつもりであっ
たため、公職選挙法は特に意識していな
かった。今後は気を付けたい。

　三上市政３期12年でやらなかった事、
やれなかった事は。

　できなかった事の中で、もっとも反省し
ているのは病院改革である。平成28年７
月に新たに発足した病院改革委員会の
中には、自ら出向いてお願いした人物が
２名おり、この委員会から良い提案をして
いただけると考える。

●3期12年の総括について ●市長選挙について

三上市政３期12年でやらなかった事、やれなかった事は▲ ▲ ▲

もっとも反省しているのは病院改革である

島田 正次

市内の小中学校の大便器の和式・洋式の比率は▲ ▲ ▲

洋式が小学校では24％、中学校では51％である

加藤 弘己

▲市立湖西病院

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉
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にて、「移住・定住パンフレット」の配布・
ＰＲを予定しており、市内企業の就職相
談会などでもパンフレットを配布し、企業と
連携しながら、ひとりでも多く市内への就
職と定住を促していきたいと考えている。
　「空き家バンク」は、提供希望者から３
件、利用希望者から２件の問い合わせが
あったが、登録・契約には至っていない。
今後は、今までに増して制度の周知を図
り、登録物件については、移住・定住を
誘導できるよう、不動産情報に加え、移
住者の興味をそそる地域の特色や魅力を
市内外に発信していきたい。

●新・湖西市総合計画　基本計画の
　見直しについて

　松山茶屋松線の進捗状況と、今後
の整備計画は。

　都市計画道路のルート変更に関する
協議を進めており、平成29年５月に変
更手続きの完了を予定している。現場で
は、地質調査を実施しており、平成29
年度以降、道路の詳細設計、用地補
償調査、用地買収などを実施していく。

　新居斎場進入道路の進捗状況は。

　平成27年度から土地の買収を進め
ており、地権者30名中、契約完了が
26名で、内諾１名を除いた残り３名と、
交渉を継続している状況である。

●湖西市都市計画道路等、道路整備の
　進捗状況について

　道路を含む地区全体に、地籍図と現
地の不一致が見られるケースがあるが、
どう思うか。

　同様の事例が過去にあり、法務局へ
相談をしたが「不動産登記法第14条に
規定する地図であることから、容易に変
更することが難しい」とのことで解決して

いない。関係地権者間での話し合いが
最善の解決策と考える。

　今後の地籍調査への取り組み方針
は。

　地籍調査は昭和51年度から休止して
いる。再開には、予算と職員配置を強
化する必要があり、予算編成時にあらた
めて考える問題である。

●法務局に届けられている地籍調査の
　成果による地図（地籍図）に関する
　トラブルへの対応について渡辺　貢

道路を含む地区全体に、地籍図と現地の不一致が見られるケースがあるが、どう思うか▲ ▲ ▲

容易に変更することが難しく、関係地権者間での話し合いが最善の解決策と考える

松山茶屋松線の進捗状況と、今後の整備計画は▲ ▲ ▲

平成29年５月の完了に向け、都市計画道路のルート変更手続を進めている

馬場　衛

「移住・定住」紹介の進捗状況は▲ ▲ ▲

市のウェブサイトやパンフレットの配布・ＰＲを予定している

楠　浩幸

　障がい者就労施設などが供給する物
品について、市からの調達実績を伸ば
すための取り組みは。

　市内の障がい者就労施設と供給可
能な物品の種類を増やしてもらうなど協
議やお願いをするとともに、庁内に対し
てさらに周知や協力要請をしていきたい。

●子どもの貧困対策について ●障害者優先調達推進法により調達拡大を

　男女共同参画推進条例に定められた
主要な理念に対する取り組み状況は。

　条例の基本理念は第３次湖西市男
女共同参画推進計画の基本目標として
掲げている。重点目標である「男女の人
権の尊重」「男女が対等に参画する機
会の確保」「家庭生活と社会生活の両
立」について、講演会や講座の実施、
広報・啓発活動を通して男女共同参画
を促進している。

　郷土料理の販売戦略の中に、特色
のあるアイディアはあるか。

　湖西市観光振興協議会やふるさと納
税返礼品のウェブサイトでの紹介、浜名
湖観光圏や井伊直虎関連のイベントで
のＰＲを行う。また、新所原駅を浜名湖
周遊・西の玄関口と位置づけ、駅を活
用したＰＲも考えていく。

●男女共同参画について ●湖西ブランドについて

　今後の方針として、現道にはあまり手
をかけず、振り替え路線として南部幹線
を県事業で整備していくと聞いている
が、どのような事情からそうなったのか。

　南部幹線については、当初は土地区
画整理事業と合わせて整備を行う計画
であったが、平成25年に道路事業とし
て行うよう方針が変更された。そのため、
豊橋湖西線の代替を担う道路として、

静岡県に早期に整備してもらうよう要望
することとした。

　市の道路整備計画では、南部幹線
はどのような位置づけになっているか。
また、整備について市の方針は。

　市内の東西軸として重要な路線と位置
づけている。整備方針については、都市
計画道路の再検証作業において、現計
画を継続する方針を打ち出し、実施につ
いて静岡県へ要望しているところである。

●主要地方道豊橋湖西線の早期整備
　に向けた取り組みについて

吉田 建二

豊橋湖西線の振り替え路線として南部幹線を整備することとした事情は▲ ▲ ▲

土地区画整理事業と合わせた整備から単独の道路事業へ方針変更したため

男女共同参画推進条例の理念に対する取り組みは▲ ▲ ▲

講演会や講座の実施、広報･啓発活動を通して促進している

竹内 祐子

就学援助制度の拡充の考えは▲ ▲ ▲

平成29年度から生徒会費・体育実技用具費を支給予定

荻野 利明

　「移住・定住」紹介の進捗状況と「空
き家バンク」の登録状況は。現状分析と
先進事例を踏まえ、今後どのように対応
するのか。

　「移住・定住」紹介は、従来のメニュー
に加え、より具体的に湖西市をイメージし
ていただくため、平成28年４月に、市の立
地、施策、観光情報などを市のウェブサイ
トに追加した。平成29年１月に東京で行
われる「ふじのくにに住みかえるセミナー」

　就学援助制度について、準要保護
の基準、現在支給されていないＰＴＡ会
費や生徒会費などについて見直しを行
い、制度を拡充する考えはあるか。

　拡充の方向で検討しており、児童・
生徒が直接学校教育活動を行う際に必
要となる項目である生徒会費・体育実
技用具費について、平成29年度から支
給したいと考えている。限られた予算の
中で多くの方に援助が行き渡るよう、現
在の支給項目を含め精査していきたい。

計画変更予定の松山茶屋松線

▲

▲主要地方道豊橋湖西線

こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉 ◦◦◦
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にて、「移住・定住パンフレット」の配布・
ＰＲを予定しており、市内企業の就職相
談会などでもパンフレットを配布し、企業と
連携しながら、ひとりでも多く市内への就
職と定住を促していきたいと考えている。
　「空き家バンク」は、提供希望者から３
件、利用希望者から２件の問い合わせが
あったが、登録・契約には至っていない。
今後は、今までに増して制度の周知を図
り、登録物件については、移住・定住を
誘導できるよう、不動産情報に加え、移
住者の興味をそそる地域の特色や魅力を
市内外に発信していきたい。

●新・湖西市総合計画　基本計画の
　見直しについて

　松山茶屋松線の進捗状況と、今後
の整備計画は。

　都市計画道路のルート変更に関する
協議を進めており、平成29年５月に変
更手続きの完了を予定している。現場で
は、地質調査を実施しており、平成29
年度以降、道路の詳細設計、用地補
償調査、用地買収などを実施していく。

　新居斎場進入道路の進捗状況は。

　平成27年度から土地の買収を進め
ており、地権者30名中、契約完了が
26名で、内諾１名を除いた残り３名と、
交渉を継続している状況である。

●湖西市都市計画道路等、道路整備の
　進捗状況について

　道路を含む地区全体に、地籍図と現
地の不一致が見られるケースがあるが、
どう思うか。

　同様の事例が過去にあり、法務局へ
相談をしたが「不動産登記法第14条に
規定する地図であることから、容易に変
更することが難しい」とのことで解決して

いない。関係地権者間での話し合いが
最善の解決策と考える。

　今後の地籍調査への取り組み方針
は。

　地籍調査は昭和51年度から休止して
いる。再開には、予算と職員配置を強
化する必要があり、予算編成時にあらた
めて考える問題である。

●法務局に届けられている地籍調査の
　成果による地図（地籍図）に関する
　トラブルへの対応について渡辺　貢

道路を含む地区全体に、地籍図と現地の不一致が見られるケースがあるが、どう思うか▲ ▲ ▲

容易に変更することが難しく、関係地権者間での話し合いが最善の解決策と考える

松山茶屋松線の進捗状況と、今後の整備計画は▲ ▲ ▲

平成29年５月の完了に向け、都市計画道路のルート変更手続を進めている

馬場　衛

「移住・定住」紹介の進捗状況は▲ ▲ ▲

市のウェブサイトやパンフレットの配布・ＰＲを予定している

楠　浩幸

　障がい者就労施設などが供給する物
品について、市からの調達実績を伸ば
すための取り組みは。

　市内の障がい者就労施設と供給可
能な物品の種類を増やしてもらうなど協
議やお願いをするとともに、庁内に対し
てさらに周知や協力要請をしていきたい。

●子どもの貧困対策について ●障害者優先調達推進法により調達拡大を

　男女共同参画推進条例に定められた
主要な理念に対する取り組み状況は。

　条例の基本理念は第３次湖西市男
女共同参画推進計画の基本目標として
掲げている。重点目標である「男女の人
権の尊重」「男女が対等に参画する機
会の確保」「家庭生活と社会生活の両
立」について、講演会や講座の実施、
広報・啓発活動を通して男女共同参画
を促進している。

　郷土料理の販売戦略の中に、特色
のあるアイディアはあるか。

　湖西市観光振興協議会やふるさと納
税返礼品のウェブサイトでの紹介、浜名
湖観光圏や井伊直虎関連のイベントで
のＰＲを行う。また、新所原駅を浜名湖
周遊・西の玄関口と位置づけ、駅を活
用したＰＲも考えていく。

●男女共同参画について ●湖西ブランドについて

　今後の方針として、現道にはあまり手
をかけず、振り替え路線として南部幹線
を県事業で整備していくと聞いている
が、どのような事情からそうなったのか。

　南部幹線については、当初は土地区
画整理事業と合わせて整備を行う計画
であったが、平成25年に道路事業とし
て行うよう方針が変更された。そのため、
豊橋湖西線の代替を担う道路として、

静岡県に早期に整備してもらうよう要望
することとした。

　市の道路整備計画では、南部幹線
はどのような位置づけになっているか。
また、整備について市の方針は。

　市内の東西軸として重要な路線と位置
づけている。整備方針については、都市
計画道路の再検証作業において、現計
画を継続する方針を打ち出し、実施につ
いて静岡県へ要望しているところである。

●主要地方道豊橋湖西線の早期整備
　に向けた取り組みについて

吉田 建二

豊橋湖西線の振り替え路線として南部幹線を整備することとした事情は▲ ▲ ▲

土地区画整理事業と合わせた整備から単独の道路事業へ方針変更したため

男女共同参画推進条例の理念に対する取り組みは▲ ▲ ▲

講演会や講座の実施、広報･啓発活動を通して促進している

竹内 祐子

就学援助制度の拡充の考えは▲ ▲ ▲

平成29年度から生徒会費・体育実技用具費を支給予定

荻野 利明

　「移住・定住」紹介の進捗状況と「空
き家バンク」の登録状況は。現状分析と
先進事例を踏まえ、今後どのように対応
するのか。

　「移住・定住」紹介は、従来のメニュー
に加え、より具体的に湖西市をイメージし
ていただくため、平成28年４月に、市の立
地、施策、観光情報などを市のウェブサイ
トに追加した。平成29年１月に東京で行
われる「ふじのくにに住みかえるセミナー」

　就学援助制度について、準要保護
の基準、現在支給されていないＰＴＡ会
費や生徒会費などについて見直しを行
い、制度を拡充する考えはあるか。

　拡充の方向で検討しており、児童・
生徒が直接学校教育活動を行う際に必
要となる項目である生徒会費・体育実
技用具費について、平成29年度から支
給したいと考えている。限られた予算の
中で多くの方に援助が行き渡るよう、現
在の支給項目を含め精査していきたい。

計画変更予定の松山茶屋松線

▲

▲主要地方道豊橋湖西線

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



▲ＬＥＤ照明を使用した事務室

年数を経過することになるが、建設の資
金及び場所を検討しなければならない。
市民会館の再築も含めて、平成28年度
策定予定の公共施設再配置計画、平成
29年度策定予定の公共施設の個別計
画の中で、建て替え計画を明らかにしてい
きたい。道半ばのため、道しるべとして示
し、次期市長にしっかりと引き継ぎたい。

●湖西市のグランドデザインはどの様に
　なっているか

　市からの繰出金10億円以内で黒字
化できるよう、赤字解消のために現在
の病院事業管理者と病院長の兼務体
制を変えるつもりはないか。

　湖西病院が赤字となっている主な要
因は医師不足であると考えており、管理
者と病院長の兼務を解消する考えはな
い。

　いつまで赤字を続けるつもりか。

　出来るだけ早期に解消したいと考えて
いるが、常勤医師の増員などにより入院
患者数が増加するまでは厳しい状況が
続くと予測している。

●湖西病院の健全経営について

　小中学校の照明のＬＥＤ化について、
環境省の「地域経済と連携した省ＣＯ２
化手法促進モデル事業」を利用して実
施する考えは。

　平成28年度の公募は終了しており、
今後の継続についても不明である。小
中学校の照明ＬＥＤ化については、老
朽化対策事業として設備改修を実施す
る場合の「学校施設環境改善交付金」
を活用して対応したい。

　佐吉道場構想の中の拠点施設「佐
吉の郷」整備の構想イメージはどのよう
なものか。

　佐吉記念館・生家を中心に、南は
山口観音堂から、北は職業訓練セン
ターまでをエリアとしてイメージしている。
佐吉翁が築き上げた産業の発祥地とし
ての魅力、生家及び記念館の観光地と
しての魅力、山口地区の緑豊かな魅力
などが盛り込まれた構想である。

●子育てしやすい環境整備のための教育
　施設の改善について

●豊田佐吉翁生誕150年記念事業
　「佐吉道場構想」について福永 桂子

小中学校の照明のＬＥＤ化について環境省のモデル事業
を利用する考えは▲ ▲ ▲

交付金を活用して対応する考えである

赤字解消のため、病院事業管理者と病院長の兼務を解消する考えは▲ ▲ ▲

赤字の主な要因は医師不足であり、兼務を解消する考えはない

中村 博行

耐用年数が経過する市庁舎や消防庁舎などの公共施設
について、10年・15年後の構想はあるか▲ ▲ ▲

策定予定の公共施設再配置計画などで、建て替え計画を明らかにしていきたい

牧野 考二　精神障がい者に対する相談業務は、
民間委託１カ所、障がい者相談業務は
週２回であるが、足りているか。

　相談件数は年々増えており、障がい
児者相談については相談日以外のメー
ル相談も増加している。また、市担当者
への相談内容も専門性が必要とされる
傾向にあるため、障がいの種別にこだわ
らない相談所を健康福祉センター内に
常設し、市の関係部署と連携し充実し
た対応のできる体制にしていきたい。

●障がい者支援について（地域活動支
　援センター設置、相談業務）

　地震・津波対策事業の平成28年度
の取組状況と今後の見通しは。

　住吉地区命山の建設着工、日ヶ崎地
区津波避難タワーの設計と用地買収を
進めている。住吉地区命山は平成29年
度末の完成を、日ヶ崎地区津波避難タ
ワーは平成29年度着工・完成を予定し
ている。静岡モデルについては、静岡県
が上田町特定利用斜面保全事業をス
タートし、掘削した土砂を住吉地区命山
で利用できるように準備を進めており、
今切口防潮堤についても平成28年度
から工事が始まる。

　災害時の避難所運営における市の
役割は。

　発災当初より避難所運営は、自治会
や自主防災会で行っていただき、市対
策本部は、避難所でのニーズの拾い上
げや市からのお知らせを伝達する連絡員
を派遣し、避難所の運営支援を行う。

●地震・津波対策の取り組みについて

　湖西市防災会議委員に、母子ケア
のできる助産師を加える考えはないか。

　現時点では、湖西市医会の会長が
湖西市防災会議委員となっていることか
ら、助産師を加えていない。今後は、意
見を踏まえ、助産師を委員へ加えるかを
研究したい。

　救護病院の担当業務に「助産」が記
載されているが、対応できるのか。

　湖西市医療救護計画には救護病院
の担当業務の一つに助産とあるが、市
内の病院では対応ができない状況であ
る。しかし、静岡県広域災害・救急医
療情報システムにより、災害拠点病院
などの受け入れ可能病院が照会できる
ため、搬送が必要な場合は、このシステ
ムを利用して、搬送を行うこととなる。

●女性の視点を生かした安心な避難所
　運営について

佐原 佳美

湖西市防災会議委員に、母子ケアのできる助産師を加える考えはないか▲ ▲ ▲

今後、委員へ加えるか研究したい

地震・津波対策事業の本年度の取組状況は▲ ▲ ▲

住吉地区命山の建設着工、日ヶ崎地区津波避難タワーの設計と用地買収を進めている

高柳 達弥

地域活動支援センターの設置予定は▲ ▲ ▲

来年度の開設に向け、準備している

土屋 和幸

　耐用年数が経過する市庁舎や消防庁
舎などの公共施設について、10年・15
年後の構想はあるか。また次期市長への
道しるべはどのように考えているか。

　市の庁舎・消防庁舎の耐用年数を
50年とした場合、およそ10年後に耐用▲湖西市役所

　地域活動支援センターの必要性につ
いて、どのように認識しているか。また、
設置の予定は。

　現在、湖西市には設置されていない
ため、浜松市の地域活動支援センター
に委託している。精神保健福祉手帳所
持者も増加傾向であり、設置の必要性
は感じているため、平成29年度の開設
に向け準備を進めている。

その他の質問 ●湖岸防潮堤の整備
　について

▲地域活動支援センター
　はまかぜ（浜松市）

住吉地区命山（イメージ図）

▲

!

こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉 ◦◦◦



▲ＬＥＤ照明を使用した事務室

年数を経過することになるが、建設の資
金及び場所を検討しなければならない。
市民会館の再築も含めて、平成28年度
策定予定の公共施設再配置計画、平成
29年度策定予定の公共施設の個別計
画の中で、建て替え計画を明らかにしてい
きたい。道半ばのため、道しるべとして示
し、次期市長にしっかりと引き継ぎたい。

●湖西市のグランドデザインはどの様に
　なっているか

　市からの繰出金10億円以内で黒字
化できるよう、赤字解消のために現在
の病院事業管理者と病院長の兼務体
制を変えるつもりはないか。

　湖西病院が赤字となっている主な要
因は医師不足であると考えており、管理
者と病院長の兼務を解消する考えはな
い。

　いつまで赤字を続けるつもりか。

　出来るだけ早期に解消したいと考えて
いるが、常勤医師の増員などにより入院
患者数が増加するまでは厳しい状況が
続くと予測している。

●湖西病院の健全経営について

　小中学校の照明のＬＥＤ化について、
環境省の「地域経済と連携した省ＣＯ２
化手法促進モデル事業」を利用して実
施する考えは。

　平成28年度の公募は終了しており、
今後の継続についても不明である。小
中学校の照明ＬＥＤ化については、老
朽化対策事業として設備改修を実施す
る場合の「学校施設環境改善交付金」
を活用して対応したい。

　佐吉道場構想の中の拠点施設「佐
吉の郷」整備の構想イメージはどのよう
なものか。

　佐吉記念館・生家を中心に、南は
山口観音堂から、北は職業訓練セン
ターまでをエリアとしてイメージしている。
佐吉翁が築き上げた産業の発祥地とし
ての魅力、生家及び記念館の観光地と
しての魅力、山口地区の緑豊かな魅力
などが盛り込まれた構想である。

●子育てしやすい環境整備のための教育
　施設の改善について

●豊田佐吉翁生誕150年記念事業
　「佐吉道場構想」について福永 桂子

小中学校の照明のＬＥＤ化について環境省のモデル事業
を利用する考えは▲ ▲ ▲

交付金を活用して対応する考えである

赤字解消のため、病院事業管理者と病院長の兼務を解消する考えは▲ ▲ ▲

赤字の主な要因は医師不足であり、兼務を解消する考えはない

中村 博行

耐用年数が経過する市庁舎や消防庁舎などの公共施設
について、10年・15年後の構想はあるか▲ ▲ ▲

策定予定の公共施設再配置計画などで、建て替え計画を明らかにしていきたい

牧野 考二　精神障がい者に対する相談業務は、
民間委託１カ所、障がい者相談業務は
週２回であるが、足りているか。

　相談件数は年々増えており、障がい
児者相談については相談日以外のメー
ル相談も増加している。また、市担当者
への相談内容も専門性が必要とされる
傾向にあるため、障がいの種別にこだわ
らない相談所を健康福祉センター内に
常設し、市の関係部署と連携し充実し
た対応のできる体制にしていきたい。

●障がい者支援について（地域活動支
　援センター設置、相談業務）

　地震・津波対策事業の平成28年度
の取組状況と今後の見通しは。

　住吉地区命山の建設着工、日ヶ崎地
区津波避難タワーの設計と用地買収を
進めている。住吉地区命山は平成29年
度末の完成を、日ヶ崎地区津波避難タ
ワーは平成29年度着工・完成を予定し
ている。静岡モデルについては、静岡県
が上田町特定利用斜面保全事業をス
タートし、掘削した土砂を住吉地区命山
で利用できるように準備を進めており、
今切口防潮堤についても平成28年度
から工事が始まる。

　災害時の避難所運営における市の
役割は。

　発災当初より避難所運営は、自治会
や自主防災会で行っていただき、市対
策本部は、避難所でのニーズの拾い上
げや市からのお知らせを伝達する連絡員
を派遣し、避難所の運営支援を行う。

●地震・津波対策の取り組みについて

　湖西市防災会議委員に、母子ケア
のできる助産師を加える考えはないか。

　現時点では、湖西市医会の会長が
湖西市防災会議委員となっていることか
ら、助産師を加えていない。今後は、意
見を踏まえ、助産師を委員へ加えるかを
研究したい。

　救護病院の担当業務に「助産」が記
載されているが、対応できるのか。

　湖西市医療救護計画には救護病院
の担当業務の一つに助産とあるが、市
内の病院では対応ができない状況であ
る。しかし、静岡県広域災害・救急医
療情報システムにより、災害拠点病院
などの受け入れ可能病院が照会できる
ため、搬送が必要な場合は、このシステ
ムを利用して、搬送を行うこととなる。

●女性の視点を生かした安心な避難所
　運営について

佐原 佳美

湖西市防災会議委員に、母子ケアのできる助産師を加える考えはないか▲ ▲ ▲

今後、委員へ加えるか研究したい

地震・津波対策事業の本年度の取組状況は▲ ▲ ▲

住吉地区命山の建設着工、日ヶ崎地区津波避難タワーの設計と用地買収を進めている

高柳 達弥

地域活動支援センターの設置予定は▲ ▲ ▲

来年度の開設に向け、準備している

土屋 和幸

　耐用年数が経過する市庁舎や消防庁
舎などの公共施設について、10年・15
年後の構想はあるか。また次期市長への
道しるべはどのように考えているか。

　市の庁舎・消防庁舎の耐用年数を
50年とした場合、およそ10年後に耐用▲湖西市役所

　地域活動支援センターの必要性につ
いて、どのように認識しているか。また、
設置の予定は。

　現在、湖西市には設置されていない
ため、浜松市の地域活動支援センター
に委託している。精神保健福祉手帳所
持者も増加傾向であり、設置の必要性
は感じているため、平成29年度の開設
に向け準備を進めている。

その他の質問 ●湖岸防潮堤の整備
　について

▲地域活動支援センター
　はまかぜ（浜松市）

住吉地区命山（イメージ図）

▲

!

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



視察の成果を
市政に生かします
視察の成果を
市政に生かします

　より良い湖西市を目指して、先進的な
取り組みを行っている他自治体へ視察を
行いましたので、報告いたします。

7月28日～29日

▲岡山県笠岡市にて

建設環境委員会

線引き（区域区分制度）廃止だけでなく、定住
促進などを含めた総合的な施策の展開が必要

●視察先：岡山県笠岡市、京都府綾部市　●目的：線引き廃止について

8月1日～2日

議会運営委員会

市民が参画する議会運営を参考にしていきたい
●視察先：三重県亀山市、四日市市　●目的：議会運営及び議会改革について

8月4日～5日

広報広聴特別委員会

テーマを設けた意見交換会や市民が関心を持つような
情報発信など、先進地の事例を取り込んでいきたい

●視察先：京都府亀岡市、福知山市　●目的：広報広聴活動について

8月24日～25日

総務経済委員会

男女共同参画推進は全庁的に取り組む課題で
あり、推進体制整備が必要

●視察先：埼玉県越谷市、川口市　●目的：男女共同参画推進について

▲三重県四日市市にて

亀岡市議会フェイスブックの投稿より

▲

埼玉県越谷市にて

▲

 亀岡市　広報広聴会議を組織し、幅広く活動が展開されてお
り、会議のインターネット中継やフェイスブックなど市民を意識した
活動が印象的であった。「わがまちトーク」では、「テーマ」を設けた
意見交換が行われ、散漫にならず、充実した意見交換が行われ
ているとのことであった。

 福知山市　議会報告会「市議会と語ろう」では、婦人会や商工
会青年部など各種団体との意見交換による広聴活動が行われて
いた。また、議会広報充実のため、本会議や予算決算審査、請
願審査のほか、役職議員選出にかかる所信表明会、委員会審
査、行政視察研修報告会の様子などがライブ中継・配信されて
おり、多くの市民が議会と市政に関心を持つよう多様な広報手
段がとられていた。

　より充実した広報広聴活動を推進するため、テーマを設けた意
見交換会や市民が関心を持つような情報発信など、先進地の事
例を取り込んでいきたい。

 

 越谷市　施策の総合的な企画調整を行うため、市の各部局の代表をメンバーとする「男女共同参画行政推進会
議」を設置し、事業の推進が全庁的に行われていた。湖西市においても、男女共同参画に関する施策がどの領域
にも関係する“全庁的に取り組む課題”であることについて市役所全体の意識を高めていくことが必要であり、さら
なる推進体制整備の必要性を感じた。

 川口市　男女共同参画推進条例を平成24年４月に施行し、推進を図っている。条例は基本となる18条の条文
で整理され、運用や推進活動など細部については規則や要綱に委ねている点が特徴である。また、男女共同参画
苦情処理委員制度を設け、適切な処理ができる体
制が確立されており、今後の検証において大いに
参考となった。

　男女共同参画について全国でも先進的に取り組
んでいる埼玉県の両市を視察し、男女共同参画推
進条例の条文や内容を調査した。湖西市議会では
同条例(平成27年４月施行)の見直しについての附
帯決議を可決しており、今後、見直しについて提言
を行っていく予定である。

 

 笠岡市　市長のリーダーシップの下、庁内のプロジェクトチームで調査研究が重ねられ、平成21年４月に線引き
廃止に至った。廃止直後は、宅地造成や小規模工場建設が増加するなど、人口減少のブレーキ効果が見られた
が、次第にその効果は薄れてきていた。今後は、線引き廃止だけでなく、
定住促進などを含めた総合的な施策を展開していくことが必要である。

 綾部市　市街化調整区域内の開発規制や宅地不足が問題となる
中、平成28年５月に線引きを廃止した。その過程には、議会のフォロー
アップ、市の部門を超えた目的意識の醸造と協力、アンケート調査や
説明会を通じた市民の理解などがあった。湖西市においても、全市一
体となって人口対策について検討していくことが非常に重要であると
感じた。

　議会基本条例施行２年目にあたり、市民との関わり方や議会基本条例の見直しを含め、議会運営改善を図る
ため、議会改革先進地へ視察した。

 亀山市　平成22年８月に議会基本条例を施行。継続的に議会改革を推進するため、平成23年８月に全議員に
よる「議会改革推進会議」を設置。また推進会議内に議会基本条例の条文ごとに抽出した課題を協議する検討部
会を設置し、その内容をホームページで公開している。
　
 四日市市　平成23年３月に議会基本条例を施行。議会活動の充実
を目指し全議員による「議員政策研究会」を設置。市行政を取り巻く課
題についての意見交換や共通認識が図られている。また、議会への参
加を促す取り組みとして、市議会モニター制度や議案に対する事前の
意見募集などが実施されていた。特に市議会モニターについては四日
市大学の学生が参加しており、若年層への働きかけが積極的に行われ
ていた。

　両市ともに議会基本条例の制定後も調査研究し、市民が参画する
議会運営が行われていた。湖西市議会においても「市民が主役で、活
発な議論をする、見える議会」をより一層実現するため、市民と向き合う
姿勢を示さなければならないと強く感じた。

 

こさい議会だより 〈視察の成果を市政に生かします〉 ◦◦◦



◦◦◦ こさい議会だより 〈視察の成果を市政に生かします〉

視察の成果を
市政に生かします
視察の成果を
市政に生かします

　より良い湖西市を目指して、先進的な
取り組みを行っている他自治体へ視察を
行いましたので、報告いたします。

7月28日～29日

▲岡山県笠岡市にて

建設環境委員会

線引き（区域区分制度）廃止だけでなく、定住
促進などを含めた総合的な施策の展開が必要

●視察先：岡山県笠岡市、京都府綾部市　●目的：線引き廃止について

8月1日～2日

議会運営委員会

市民が参画する議会運営を参考にしていきたい
●視察先：三重県亀山市、四日市市　●目的：議会運営及び議会改革について

8月4日～5日

広報広聴特別委員会

テーマを設けた意見交換会や市民が関心を持つような
情報発信など、先進地の事例を取り込んでいきたい

●視察先：京都府亀岡市、福知山市　●目的：広報広聴活動について

8月24日～25日

総務経済委員会

男女共同参画推進は全庁的に取り組む課題で
あり、推進体制整備が必要

●視察先：埼玉県越谷市、川口市　●目的：男女共同参画推進について

▲三重県四日市市にて

亀岡市議会フェイスブックの投稿より

▲

埼玉県越谷市にて

▲

 亀岡市　広報広聴会議を組織し、幅広く活動が展開されてお
り、会議のインターネット中継やフェイスブックなど市民を意識した
活動が印象的であった。「わがまちトーク」では、「テーマ」を設けた
意見交換が行われ、散漫にならず、充実した意見交換が行われ
ているとのことであった。

 福知山市　議会報告会「市議会と語ろう」では、婦人会や商工
会青年部など各種団体との意見交換による広聴活動が行われて
いた。また、議会広報充実のため、本会議や予算決算審査、請
願審査のほか、役職議員選出にかかる所信表明会、委員会審
査、行政視察研修報告会の様子などがライブ中継・配信されて
おり、多くの市民が議会と市政に関心を持つよう多様な広報手
段がとられていた。

　より充実した広報広聴活動を推進するため、テーマを設けた意
見交換会や市民が関心を持つような情報発信など、先進地の事
例を取り込んでいきたい。

 

 越谷市　施策の総合的な企画調整を行うため、市の各部局の代表をメンバーとする「男女共同参画行政推進会
議」を設置し、事業の推進が全庁的に行われていた。湖西市においても、男女共同参画に関する施策がどの領域
にも関係する“全庁的に取り組む課題”であることについて市役所全体の意識を高めていくことが必要であり、さら
なる推進体制整備の必要性を感じた。

 川口市　男女共同参画推進条例を平成24年４月に施行し、推進を図っている。条例は基本となる18条の条文
で整理され、運用や推進活動など細部については規則や要綱に委ねている点が特徴である。また、男女共同参画
苦情処理委員制度を設け、適切な処理ができる体
制が確立されており、今後の検証において大いに
参考となった。

　男女共同参画について全国でも先進的に取り組
んでいる埼玉県の両市を視察し、男女共同参画推
進条例の条文や内容を調査した。湖西市議会では
同条例(平成27年４月施行)の見直しについての附
帯決議を可決しており、今後、見直しについて提言
を行っていく予定である。

 

 笠岡市　市長のリーダーシップの下、庁内のプロジェクトチームで調査研究が重ねられ、平成21年４月に線引き
廃止に至った。廃止直後は、宅地造成や小規模工場建設が増加するなど、人口減少のブレーキ効果が見られた
が、次第にその効果は薄れてきていた。今後は、線引き廃止だけでなく、
定住促進などを含めた総合的な施策を展開していくことが必要である。

 綾部市　市街化調整区域内の開発規制や宅地不足が問題となる
中、平成28年５月に線引きを廃止した。その過程には、議会のフォロー
アップ、市の部門を超えた目的意識の醸造と協力、アンケート調査や
説明会を通じた市民の理解などがあった。湖西市においても、全市一
体となって人口対策について検討していくことが非常に重要であると
感じた。

　議会基本条例施行２年目にあたり、市民との関わり方や議会基本条例の見直しを含め、議会運営改善を図る
ため、議会改革先進地へ視察した。

 亀山市　平成22年８月に議会基本条例を施行。継続的に議会改革を推進するため、平成23年８月に全議員に
よる「議会改革推進会議」を設置。また推進会議内に議会基本条例の条文ごとに抽出した課題を協議する検討部
会を設置し、その内容をホームページで公開している。
　
 四日市市　平成23年３月に議会基本条例を施行。議会活動の充実
を目指し全議員による「議員政策研究会」を設置。市行政を取り巻く課
題についての意見交換や共通認識が図られている。また、議会への参
加を促す取り組みとして、市議会モニター制度や議案に対する事前の
意見募集などが実施されていた。特に市議会モニターについては四日
市大学の学生が参加しており、若年層への働きかけが積極的に行われ
ていた。

　両市ともに議会基本条例の制定後も調査研究し、市民が参画する
議会運営が行われていた。湖西市議会においても「市民が主役で、活
発な議論をする、見える議会」をより一層実現するため、市民と向き合う
姿勢を示さなければならないと強く感じた。

 



発行／湖西市議会　議会だより編集委員会
〒431-0492 静岡県湖西市吉美3268番地
TEL.053-576-4791／FAX.053-576-0331
http://www.city.kosai.shizuoka.jp/

（◎は委員長、○は副委員長）　１年が経つのは早いもので、気が付けば11月。2016年を振り返ると、甚大な被害を
もたらした熊本地震、初となる女性東京都知事の誕生、世界中に感動と興奮を与えた
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックなど、様 な々出来事がございました。
　さて、湖西市議会では、本９月定例会で平成27年度各会計決算の認定を行いまし
た。私たち議会だより編集委員会は、市民の皆さまから広くご意見をいただき、議会活
動をより分かりやすくお伝えできるよう、創意工夫を重ね、紙面の充実に努めてまいりま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　（加藤 弘己）

湖西市議会HPも
ご覧ください

平成27年度の湖西市議会政務活動費に関する書類を、つぎのとおり閲覧できます。

閲覧日時　午前８時30分から午後５時15分まで（土日、祝日を除く） 
場　　所　湖西市議会事務局（市役所３階）
対　　象　収支報告書などの写しや主要な調査研究活動の内容を記載した書類など

政務活動費の
報告について

※議員ごとの収支報告の概要は、ウェブサイトへ掲載しています。

◎二橋 益良　○加藤 弘己
　福永 桂子　　菅沼 　淳
　土屋 和幸　　高柳 達弥
　佐原 佳美　　神谷 里枝

❶右のＱＲコードからアクセス
❷「マチイロ」をダウンロード
❸個人設定→お住まいの地域
　を「湖西市」に設定

「マチイロ」を使えば、「こさい議会だより」をスマートフォンで
読むことができます。

（※別途通信料が掛かります。）
利 用 方 法

●どなたでも傍聴できます。

●当日、市役所３階議会事務局へお越し
ください。

●予定が変わることもあります。事前に
議会事務局（TEL.053-576-4791）へ
お気軽にお問い合わせください。

本会議の一般質問が、浜松ケーブルテレビ「チャンネル・ウィン
ディ」で放映されます。

本会議のインターネット放送（生中継・録画）を市のウェブサイト
からご覧になれます。

平成28年
10月31日発行

2月28日

「ｉ広報誌」から「マチイロ」へ

無料スマホアプリの名称が
変わりました

議会運営に役立てるため、議会に対する意見や傍聴の感想などをお寄せください。郵送・ファックス・Eメールで受付しています。

１２月１９日（月）10：00～　本会議第１日
２６日（月）10：00～　本会議第２日（一般質問）
２７日（火）10：00～　本会議第３日（一般質問）

１月 ６日（金）10：00～　本会議第４日　　
１０日（火）10：00～　総務経済委員会
１１日（水）10：00～　福祉教育委員会
１２日（木）10：00～　建設環境委員会
１６日（月）10：00～　本会議第5日

予定が変わることもありますので、議会事務局へお問い合わせください。


